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須恵器の里大野城市大野城市教育委員会 

妹　而　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床の断面

大野城巾にはllT墳時代から､1''･安時代にかけてのari虚器の窯跡がたくさん見つかっています｡特に
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大野城巾の南部にあたる牛頚に数多く造られたので､その一群を牛頚窯跡群とよんでいますo牛頭

窯跡群は牛頚だけでなく､上大利や春l:川f､太宰府巾の一部を含む東西4キロ､南北4.6キロの範
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囲に広がっていて､大阪府にある陶邑窯跡群や愛知県にある猫蔓投llJ粥南濃窯跡群と並んでF1本三大
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窯跡群と呼んでも良いくらい多くの窯が造られました｡現在までに約250茶の窯が調査されていま
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すが､総数は500も圭を越えるのではないかと考えられている須恵緬の一大生産地でした.



優れた技術

牛頭窯跡群では6世紀

の中頃から､須恵器の生

産が始まりました｡
LrJ >')ん

Lllの斜面をくり貫いて

造る窯で焼かれた須恵器

は､焼く時の窯の中の温

度が1100度以上と非常

に高温になるため､大変

硬くなります｡また､前

温になった段階で閉じて

しまい酸素の供給を断つ

ことから灰色になりま

す｡
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同じ時代に作られた土
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師器は､酸素が供給でき
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る野焼きの方法で焼かれ

ました｡そのため焼く時

の温度は600-800度と

低く､焼きあがりも赤い

須　恵　器

ました｡須恵器を作る

人々は須恵器主夫と呼ば. kji?
れ､ 5世紀初め頃西日本

の数箇所にその技術をつ

たえました｡大阪府の陶　　　　　　　　　　　　　　　土　師　器

邑窯跡群が中心的な窯跡群となり､その後工人が6世紀中頃牛頚へも技術を伝えました｡
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牛頚で見つかる古代の架清のゴミ穴から須恵器の破片が多く見つかっていますし､古墳(おち!)
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からは須恵器の窯を掘る時に使われた鉄製の鍬先が見つかっています.このことから鼠虫器の生産

に係わった工人が等らしていたことがわかります｡

牛頭の山々では当時の以先端技術を使ってたくさんの須恵器が作られ､ Jf':地には工人たちの享等ら
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す家々が立ち並び､丘陵には古墳が造られました｡


